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プラセンタ（Placenta/英語）とは哺乳動物の

「胎盤」のことである。人間の場合、胎盤の働きに

よって直径約0.1mmの受精卵が10ヵ月程度で約

3〜4kgの胎児へと成長する。発育に必要な各種

臓器の機能がまだ十分に備わっていない胎児で

は、胎盤がさまざまな臓器の機能を代用する。 

胎盤は「万能の臓器」なのである。

プラセンタは古くから生薬としても用いられ、

「本草綱目」（李時珍、1596年）にはヒト由来の生

薬の項目に「人胞（じんほう）」の名で収載されて

いる。別名として、胞衣（ほうい）、胎衣（たいい）、

紫河車（しかしゃ）、混沌衣（こんとんい）、仏袈裟

（ぶっけさ）、仙人衣（せんにんい）の記載もある

が、その中でも「紫河車」が一般的となり現在に至

る。紫河車は、気血水のすべてを補う非常に優れ

た補正の作用をもつ。陰陽のバランスを調整する

作用があり、弱った機能や組織の修復、不足した

成分を体自身が作るように組織を刺激するなど

して、自然治癒力を高めることが期待されてい

る。効用は、「温腎補精」「益気養血」「安心」であ

り、なかでも安神作用に優れているといわれてい

る（表1）。

豊富な栄養素が含まれるプラセンタには、細胞

増殖因子の産生を誘導する可能性が示唆されて

いる。そのため、最近では、肝機能の改善や更

年期障害、乳汁分泌不全以外にも広く活用され

ている（表2）。例えば皮膚科領域では、肌トラブ

ルの一つであるシミに対して、プラセンタのも

つ活性酸素除去作用1）、抗炎症作用2）、そして新

陳代謝を高める血行促進作用等によりメラニン

の産生が抑制され1）、シミの予防や改善が報告さ

れている3, 4）。また活性酸素除去作用に加えて、

線維芽細胞の増殖促進作用5）が示唆されており、

コラーゲン合成の促進5）など真皮の構成物質を内

側からつくりだすことから、保湿能の改善やシ

ワ増加予防の傾向も報告されている3, 4）。

アンチエイジングや美容などの目的でプラセ

ンタの効果を期待する場合には、毎日服用を続

けることで効果が現われやすくなるようであり、

品質が保証されたサプリメントや健康食品など

を活用するのも一考である。

プラセンタには多くの可能性が秘められてい

る。プラセンタを安全かつ有効に活用するため

に、臨床報告の蓄積が切望される。
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表1　プラセンタの生薬としての特性

四気 温
じっくり温めるのにすぐれ、冷えからくる症状
を改善に向かわせるように作用

五味
甘 正気を補い、免疫力を高めるように作用

鹹 ものを和らげる。腫瘍のような塊を溶かす作用

効用

温腎補精
腎を温め、精を補うことから、腎臓病、腰痛、
老化、冷え症、月経関連症状、不妊等の改善に
つながる

益気養血
気・血をともに補うことから、活力の増大につ
ながる

安心
「心」を安定させることから（安神作用）、精神不
安や更年期障害、不眠、自律神経失調症等の改
善につながる

表2　プラセンタの薬理作用

● 自律神経調整作用
● 内分泌調整作用
● 免疫賦活・調節作用
● 基礎代謝向上作用

● 抗炎症作用
● 強肝・解毒作用
● 活性酸素除去作用
● 血行促進作用　等
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